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読
売
新
聞
記
者　

中
西　

茂

東
京
・
池
袋
か
ら
西
武
池
袋
線
の
各
駅
停
車
で
三
つ
目
。
江
古
田

は
、
映
画
「
Ｓ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ　

Ｗ
ｅ　

ダ
ン
ス
？
」
の
主
人
公
役
所
広

司
が
、
ホ
ー
ム
か
ら
ダ
ン
ス
教
室
の
草
刈
民
代
を
見
初
め
た
駅
だ
。

周
辺
に
は
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
、
武
蔵
大
学
、
武
蔵
野
音
楽
大
学

が
あ
る
。
音
大
近
く
に
は
、
け
ん
ば
ん
亭
と
い
う
店
が
あ
る
し
、
駅

か
ら
の
道
沿
い
に
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
ビ
オ
ラ
と
い
っ
た
名
の
ア
パ

ー
ト
や
ど
れ
み
ふ
ぁ
緑
地
と
い
う
小
公
園
も
あ
る
。
街
を
歩
く
と
、

大
き
な
楽
器
を
抱
え
た
学
生
に
出
く
わ
し
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
楽
器
の

音
も
聞
こ
え
て
く
る
。

江
古
田
で
七
〇
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
三
校
だ
け
に
、
街

と
大
学
の
関
係
は
濃
い
。
今
年
も
一
〇
月
に
は
、
日
芸
と
武
蔵
野
音

大
の
学
生
た
ち
が
仮
装
を
し
て
商
店
街
を
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
園

祭
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
か
つ
て
は
三
校
と
も
パ
レ
ー
ド
し
た
時
期
も
あ
る

と
い
う
。

と
り
わ
け
北
口
の
栄
町
本
通
り
商
店
街
振
興
組
合
（
江
古
田
ゆ
う

ゆ
う
ロ
ー
ド
）
で
は
七
、八
年
ほ
ど
前
か
ら
、
隔
月
一
回
、
土
曜
日

に
開
か
れ
る
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
を
、
学
生
た
ち
が
手
伝
っ
て
い
る
。

お
茶
屋
を
営
む
理
事
長
の

秋
山
隆
幸
さ
ん
（
六
八
）

に
よ
る
と
、
日
芸
の
演
劇

学
科
の
学
生
た
ち
が
、
学

内
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
商

店
街
で
さ
せ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
き
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

武
蔵
野
音
大
の
仮
装
行

列
が
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

そ
の
仮
装
ぶ
り
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
も
、
ゆ
う
ゆ
う

ロ
ー
ド
の
信
用
金
庫
前
。

設
置
さ
れ
た
大
型
テ
レ
ビ
か
ら
は
地
元
の
店
舗
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
。

こ
の
Ｃ
Ｍ
は
日
芸
の
映
画
学
科
の
学
生
た
ち
の
作
品
だ
。

江
古
田
駅
の
北
口
は
大
規
模
店
が
進
出
し
て
い
な
い
た
め
、
昔
な

が
ら
の
「
江
古
田
市
場
」
も
残
る
。
日
芸
で
は
、
写
真
学
科
報
道
写

真
ク
ラ
ス
の
三
、四
年
生
一
六
人
が
市
場
の
人
や
モ
ノ
を
撮
り
、

十
一
月
の
学
園
祭
（
芸
術
祭
）
で
写
真
展
を
開
い
た
。
十
二
月
い
っ

ぱ
い
、
少
し
風
変
わ
り
な
方
法
で
、
市
場
で
も
作
品
を
展
示
す
る
。

日
芸
で
は
ず
っ
と
校
舎
の
建
て
替
え
工
事
が
続
い
て
き
た
た
め
、
芸

術
祭
が
江
古
田
で
開
か
れ
る
の
は
五
年
ぶ
り
だ
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

学
生
街
を
歩
く
⑦

武蔵野音大生が仮装ぶりをアピール
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っ
て
地
元
に
目
を
向
け
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。三

年
生
の
酒
井
成
美
さ
ん

は
、「
普
段
は
あ
ま
り
利
用

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
撮
影
で
市
場
を
歩

き
、
お
店
の
方
か
ら
『
こ
の

看
板
は
、
日
芸
の
学
生
さ
ん

に
描
い
て
も
ら
っ
た
の
よ
』

と
い
っ
た
話
を
た
く
さ
ん
聞

き
ま
し
た
」。
や
は
り
、
学
生
が
街
に
出
る
こ
と
で
得
る
も
の
は
大

き
い
。「
書
を
捨
て
よ
、
町
に
出
よ
う
」
な
の
だ
。

バ
リ
ケ
ー
ド
闘
争
の
時
代
の
一
九
六
八
年
に
入
学
し
た
芸
術
学
部

次
長
（
教
授
）
の
宮
澤
誠
一
さ
ん
（
六
一
）
は
、
こ
の
街
の
生
き
字

引
の
よ
う
だ
。
宮
澤
さ
ん
が
地
主
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、「
江
古
田

は
昔
か
ら
芸
人
の
街
」。「
昭
和
三
〇
年
代
、
地
主
自
身
が
売
れ
な
い

芸
人
を
何
人
も
住
ま
わ
せ
て
い
た
」
と
い
う
か
ら
、
街
と
芸
と
の
関

係
も
歴
史
が
長
い
よ
う
だ
。

一
九
七
八
年
作
の
「
江
古
田
ス
ケ
ッ
チ
」（
竹
内
縁
郎
作
詞
、
岡

野
光
矢
作
曲
）
と
い
う
曲
が
あ
っ
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
聞
け
る
と

い
う
。
さ
っ
そ
く
聞
い
て
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代

に
か
け
て
学
生
生
活
を
送
っ
た
フ
ォ
ー
ク
世
代
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に

浸
れ
る
曲
だ
っ
た
。「
日
芸　

武
蔵　

武
蔵
野
音
大　

思
い
出
の
街
」

と
い
う
リ
フ
レ
イ
ン
が
印
象
的
だ
。
宮
澤
さ
ん
と
同
世
代
の
竹
内
さ

ん
は
、
現
在
、
朝
倉
薫
演
劇
団
を
主
宰
す
る
作
家
・
演
出
家
で
あ
る
。

江
古
田
に
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
ら
し
き
店
も
何
軒
か
あ
る
が
、
今
年

三
月
の
開
店
で
、
定
期
的
に
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー

を
、
新
し
く
な
っ
た
日
芸
の
目
の
前
で
見
つ
け
た
。「
リ
ン
グ
ラ
ツ

ィ
オ
」（
イ
タ
リ
ア
語
で
「
感
謝
」）
と
い
う
一
〇
坪
ほ
ど
の
地
下
の

店
だ
。
店
内
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
と
Ｄ
Ｊ
ブ
ー
ス
が
あ
る
。
ど
う

や
っ
て
ピ
ア
ノ
を
持
ち
込
ん
だ
か
店
で
聞
い
て
み
る
と
い
い
。

ご
主
人
の
中
川
和
雄
さ
ん
（
四
一
）
は
元
Ｄ
Ｊ
、
妻
の
三
村
英
利

子
さ
ん
は
武
蔵
野
音
大
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
曜
日
に
よ
っ
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
デ
ィ
ス
コ
音
楽

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
楽
し

め
る
。
学
生
た
ち
が
飛
び
入
り
で

ピ
ア
ノ
を
ひ
く
よ
う
な
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
中
川
さ
ん
は
、「
音

楽
に
限
ら
ず
、
自
由
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
き
る
店
に
し
た
い
」
と

い
う
。
何
年
か
後
に
は
、
学
生
街

の
新
た
な
名
所
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

グランドピアノがあり、ライブも開か
れる「リングラツィオ」

「芸術祭」での「江古田市場」の写真展


